
第 19回直方市子ども・子育て会議議事録 

日時：令和 3年 11月 11日（木）18時 30分～ 

会場：直方市役所 5階 503・504会議室 

出席者：植村委員（会長）、長谷川委員、石松委員、伊藤委員、許斐委員、野口委員、 

松村委員 

事務局：こども育成課 塩田課長、安永係長、垣内主任 

 

 

《報告》 

１） 幼児教育無償化について 

２） 保育所の待機児童について 

３） 学童施設整備について 

※コロナ禍での保育園・学童クラブの状況について 

 

《議題》 

１） 施設の定員に関すること 

① 若草保育園 

② 西徳寺幼稚園 

③ 下境幼稚園 

２） 必要定員数の「確保の内容」について 

３） おんがの保育園の幼保連携認定こども園への移行について 

 

《議題に入る前に》 

・自己紹介 

・植村委員が引き続き会長就任、副会長は許斐委員と決定 

 

《報告》 

１） 幼児教育無償化について 

 次のような事業を行ったことが報告された。 

事業名 新規／

継続別 

概要 

直方市多子給食

費補助事業 

継続 保育園等に通っている第 2 子の副食費を補助する事業で令

和 2年度実績 263万 7千円 

直方市幼稚園給

食費補助事業 

継続 未移行幼稚園において、年収 360 万円未満の世帯の子ど

も・第 3子以降の子どもを対象とし、1月当たり 4,500円を

上限として補助する事業で令和 2年度実績 112万 7千円 



２） 保育所の待機児童について 

  次のような事業を行ったことが報告された。 

事業名 新規／

継続別 

概要 

直方市一時預か

り事業（幼稚園型

Ⅰ） 

継続 幼稚園・認定こども園が行う 3 歳から 5 歳の子どもの一時

預かり事業で令和 2年度実績 397万円 

直方市一時預か

り事業（幼稚園型

Ⅱ） 

新規 幼稚園が行う 2 歳児の子どもの一時預かり事業で令和 2 年

度実績 200万 5千円 

直方市多子世帯

の幼稚園保育料

補助金 

新規 幼稚園に在籍する第 2子（2歳児）の保育料に対する補助事

業で令和 2年度実績 233万 8千円 

  

○待機児童対策のうち保育士確保対策及び離職防止対策 

事業名 新規／

継続別 

概要 

保育体制強化事

業補助金 

継続 保育士の業務軽減を目的に、保育以外の雑務を行う職員の人

件費を補助する事業で令和 2年度実績 260万円 

保育士合同就職

説明会 

継続 県保有の潜在保育士等の情報を活用しての案内送付、大学訪

問を行い就職担当者に説明会の開催を広告する等によって

参加者を募り、直方市保育協会と幼稚園協会が共同で令和 2

年度に 2度開催 

令和 3年度は 11/28（日）に直方イオンにて実施予定 

保育士奨学金返

済支援事業補助

金 

新規 保育士資格取得のために奨学金を利用し、市内の保育所に常

勤として勤務している市内在住者を対象とし、月額上限 1

万円で 3 年間補助を行う事業で令和 2 年度実績 1 人 5 万 3

千円 

令和 3年度現在は 3人申請 

 

３） 学童施設整備について 

次のような事業を行ったことが報告された。 

事業名 新規／

継続別 

概要 

直方東・感田学童

クラブの整備 

新規 直方東学童クラブは A・Bクラスが 2部屋であったものを 3

部屋に増やし、増やした部屋の床の張替えやエアコンの設



置等の整備を実施 

感田学童クラブは運動場のプレハブにあった C クラスを北

校舎 3 階に移転し、加えて同場所に Dクラスを新設し、部

屋の床の張替えやエアコンの設置等の整備を実施 

令和 2年度施設整備として合計 356万 9千円支出 

令和 3年度は直方南学童クラブを整備予定 

 

※コロナ禍での保育園・学童クラブの状況について 

〇事務局から報告 

直方市単独補助事業として、次のような事業を行ったことが報告された。 

事業名 概要 

直方市新型コロナウイル

ス感染拡大防止のための

保育所等が行う副食費支

援事業補助金 

緊急事態宣言下の保育所登園自粛期間に欠席した児童の副

食費を補填する事業で令和 2年度実績 187万円 

直方市児童福祉施設等に

おける新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため

の体制維持補助金 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のために使った人件費

や備品購入費等を補助する事業で、市内保育所等 14施設、

幼稚園 8施設、学童クラブ 19施設へ 1施設 10万円で計 410

万円補助 

 

 国の補助事業として、保育所 14施設、延長保育事業を行う施設（保育所 14施設）、学童

クラブ 19施設へそれぞれ 1対象につき 50万円の補助事業を行った。 

 

〇質疑 

委員）報告事項についての資料があれば助かった。意見が聞きたいのであれば、それにつ

いて話をしてほしい。 

事務局）令和 2 年度は新型コロナウイルスの影響が大きく、それに伴う補助事業が多かっ

た。子ども・子育て支援事業計画に基づいて新規事業を行っているが、市としてすべきこ

と等について意見があれば聞きたい。 

会長）資料を事前にもらえていれば、意見等を議論しやすいと思う。会議の進め方として、

資料の準備を願う。 

事務局）資料等の準備について今後検討する。 

 

《議題》 

１） 施設の定員に関すること 

① 若草保育園 



〇事務局より、若草保育園が入園児数の減少により 150 人から 120 人への定員減の申請が

ある旨を説明。（内容については資料参照） 

 

〇質疑 

委員）待機児童が 1、2歳児で出ているという状況下で、1、2歳児の定員を減少するという

ことの整合性がわからない。 

事務局）地域の特性の影響もあるのか、1、2 歳児について園が思っている人数が入ってこ

ないという分析をしているのではと考えている。 

委員）保育園利用希望の申請段階で、利用希望者に空きのある園を案内はしているか。 

事務局）今の直方市は川東（感田・上頓野）の保育需要が多い状況であるが、空きのある

園は案内を行っている。保育所の希望理由として家から近い等の理由もあるため、その希

望に満たせないという要因もあるかもしれない。 

会長）直方市は待機児童が出ているという話であるが、待機児童の定義はどういうものな

のか。 

事務局）待機児童は、保育所入所を希望するが、園が受入できず入所ができない児童のう

ち、特定の 1園のみを希望する児童数を除いた児童数である。 

委員）若草保育園は経営上、定員を減少せざるを得ないと考えている。それに対して、直

方市には待機児童がいるという理由で、本会議で否決してしまうことは難しい。保育所に

通えない児童と通わない児童は明確に区別する必要があるのでは。 

会長）直方市としては量が確保できているのに、待機児童がいるというのはどういうこと

なのか。 

事務局）直方市の保育所において、各園の利用定員の合計は需要を満たす量を確保してあ

るが、保育士不足ということもあり、定員を預かることができていない園が数園あるため、

待機児童が発生してしまっている。 

委員）それであれば余計に定員減はよくないのでは。 

事務局）一方で保育士が確保できていることにより、定員より多く受入れを行うことがで

きている園もある。定員より 20％増まで弾力運用が許されている。 

委員）保育士が不足していることが定員減の理由となるのか。 

事務局）園の将来的な見通しによるものであろうと考えられる。 

委員）1、2 歳児の定員を減らすことにより、本当に預けたいけど預けることができない人

が大丈夫かと懸念。市によって入園希望者を他の受け入れ可能な園を利用するように説得

する等するしかないのでは。川東の受入を増やすということはできないのではないか。 

事務局）まだ正式に決定ではないが、今後川東で保育の量を確保する動きはある。本件が

実現すれば、待機児童の解消につながると考えている。 

委員）育児休暇の普及により 0 歳児の入所希望が減っていることで経営が圧迫されている

とあるが、その分育児休業明けとなる 1歳児の受入を手厚くするということもなく、1歳児



の定員も減少するという理由がわからない。2 歳児についても、見込は 28 人となっている

のに、定員を 20 人とするのはどういうことなのか。0 歳児の時は育児休暇を取るが、1 歳

児になれば育児休業から復帰して預けるという人数がどれ程いるという予想をしているの

か、わかれば嬉しい。若草保育園としてどう考えているかはあるが、市としてどう考えて

いるのか。 

事務局）各委員より意見を求める場であるため、市としての意見を述べるのはどうかとい

うのがあるが、市としては定員減については辛いというところはある。 

会長）待機児童が出るかどうかというのは、他の園が定員の弾力化を利用できるかにもよ

るため、若草保育園のみに責任を負わせるのはどうかと思う。保育士確保が難しいという

こともあり、経営上の判断によるものでやむを得ない判断ではないのか。 

委員）健全な経営を確保したいという園に対して、定員を減らすことを否決するべき場で

はない。個人的な意見としては、定員を減らすことはやむを得ないため、待機児童が出な

いように市があっせんするしかないのかと考えるが、ハードルが高いのではないかと思う。 

事務局）市として保育士のあっせん、定数枠を増やす働きかけをしていく。 

 

委員）若草保育園の申請を否決すると破綻してもよいということになる、そうすると受け

入れはゼロになるため、否決という話にはならない。120人定員の 20％増であれば 144名

まで受けられるため、120 人定員だから 120 人まで、ということではなくて 120％までい

けるのではないかということを考えて園には受け入れていただきたい。受け入れが減って

いくと子どもを育てる楽しい町ということが打ち出せない。つまり、直方市は子どもが減

っている。ちょっとずつ減っていっていて、保育園の経営が厳しくなってくるそういうこ

とだけ見えてくる。そうなると、市として産み育てていくのに適していない町であるとい

う印象を植え付けてしまう。 

一方で、定員を増やすのは明るいニュースである。市としてできれば均等にのびていく、

こっちはさびれてこっちは栄えてということではない、ということが望ましい。 

市としてもっと楽しく子育てができる市にするというメッセージがのっかってくるといい。 

委員）全くその通り。保育園幼稚園は社会的な役割。小学校は、市立だからいいが。 

保育所のような仕事は、病院もそうだが社会インフラとしての責任があるということを念

頭においてほしい。経営が成り立たないから人数を減らすというのは、よく考えてほしい。 

器は大きく持っておかないと、いざというときに受け皿がないということになる。他の園

についても社会的責任とかいう部分について、ちょっと考えた上で定員減をいっているな

らいいのだが。事故を起こした園のようなところもあるので、自分のことだけではなく社

会的責任があるということを保育所は考えていかないといけない。 

委員）園の選択には、保護者の生活も関係あるが、保護者は園の保育の内容もすごく見て

いる。子育て広場とかいろいろあるが、保育所・幼稚園の情報収集をしている。先生がど

ういう感じで子どもに接しているかを見ている。保護者がなぜ自分の園を選択しないのか、



もっと魅力ある園、子どもを連れて行きたいと思わせる保育というのを打ち出していけば

いいのではないか。 

会長）資料だけでは経営の実態については把握し判断するのが難しいところがある。この

議題は承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

② 西徳寺幼稚園 

③ 下境幼稚園 

〇事務局より、共に入園児数の減少により西徳寺幼稚園が 75 人から 60 人への定員減、下

境幼稚園が 65人から 60人の定員減の申請がある旨を説明。（内容については資料参照） 

〇質疑 

会長）幼稚園についてご意見を。 

委員）議論しつくされた。1つ目を承認したら、2つ目 3つ目も承認すべき。 

幼稚園ということで待機児童問題を考慮しないでいいとすれば、経営、人口減少、少子化

が進むのでということであれば保育所よりは承認しやすい。 

委員）幼稚園も 120％まで受け入れれるか。 

事務局）120％まで大丈夫。 

会長）②と③については承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

２） 必要定員数の「確保の内容」について 

〇事務局より、「第 2 期子ども・子育て支援事業計画」における 1～3 号認定の確保内容の

変更について説明。 

・それぞれ②の確保内容を変更。1号認定は令和 4年度以降が 665、過不足は令和 4年度が

47、令和 5年度が 51、令和 6年度が 55となる。2号認定は令和 4年度以降が 742、過不足

は令和 4年度が△69、令和 5年度が△67、令和 6年度が△65となる。3号認定 0歳児は令

和 4 年度以降が 255、過不足は令和 4 年度が 100、令和 5 年度が 104、令和 6 年度が 107

となる。3 号認定 1,2 歳児は令和 4 年度以降が 403、過不足は令和 4 年度が△118、令和 5

年度が△108、令和 6年度が△98となる。 

 

〇質疑 

委員）先のことはわからないし、総論はあるが、各論となると調整できない状況がある。 

事務局）幼稚園のチラシについては、市と幼稚園でつくって、保育所待機になりそうなと

きには幼稚園へのあっせんを行っている。 



会長）事業計画の変更について承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

 

３） おんがの保育園の幼保連携こども園への移行について 

〇事務局より、おんがの保育園が令和 4 年度より幼保連携型認定こども園へと移行する申

請がある旨を説明。（内容については資料参照） 

〇質疑 

委員）定員は変わるか。 

事務局）1号が 6人増える。保育部分の定員はそのままで、全体で 66人。 

委員）こども園は、直方で 2 園目。早い者勝ちでどんどん変わった方がいいと個人的には

思う。だったら、なぜ幼稚園が移行しないか。保育士確保が難しいから、幼稚園は移行し

にくいのか。 

委員）認定こども園の議論を自分が関わっている幼稚園内でもしている。移行する上では

施設整備や人件費といったコスト、そして有資格者の確保などが困難な点である。 

委員）国としては幼稚園が保育もできるようにするシステムではないのか。自助努力では

できないところがあって、保育園は保育士が確保できているため保育園有利な状態でスタ

ートしている。次も認定こども園に移行するのはやっぱり保育園なので、幼稚園に頑張っ

てほしい。 

事務局）今回の様々な意見を今後の参考にさせていただきたい。 

会長）議題 3について承認でよろしいか。 

委員）OK 

会長）承認。 

 

閉会 


